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Recovered left ventricular ejection fraction and its prognostic impacts in hospitalized heart 
failure patients with reduced ejection fraction  
左室駆出率(ejection fraction: EF)は心不全患者のリスク層別化および治療方針を決定す





査にて、EFが 40％未満であった連続 567例を対象とした。退院後 6ヶ月以内に再度施行し
た心エコー図検査にて、EFが 40％未満のままであった 235例(reduced EF)、40-49％へ軽度


















Chapter �  
Liver Dysfunction Assessed by Model for End-Stage Liver Disease Excluding INR (MELD-XI) 
Scoring System Predicts Adverse Prognosis in Heart Failure 
心不全患者において心腎連関は広く知られているが、肝機能と心不全予後の関係については
明らかでない。心不全患者における Liver Dysfunction Assessed by Model for End-Stage 
Liver Disease Excluding INR (MELD-XI) scoreと生命予後及び心機能の関連について検討
した。2009年～2012年に当科に入院した心不全患者 562名を対象とした。MELD-XI score 
中央値 10未満の 289例（Group L）とスコア 10以上の 273例（Group H）に分類し、2群間
における心臓超音波検査所見及び予後について比較検討した。心エコー図検査では、Group 
Hでは、Group Lと比較し、右心系における下大静脈径、推定肺動脈収縮期圧、右房及び右





















Recovered left ventricular ejection fraction and its prognostic impacts in 





Liver dysfunction assessed by model for end-stage liver disease excluding INR 
(MELD-XI) scoring systems predicts adverse prognosis in heart failure. 
(心不全患者における肝機能障害と予後の関係 MELD-XI スコアによる検討) 
 
上記論文について、令和元年 11 月 20 日に審査会を行った。はじめに申請者より論文
内容の説明があった。Chapter I は、心不全により入院し、退院時の心エコー図検査で




た 562 名を対象としている。統計的解析により、MELD-XI ハイスコア群では、右心
系の負荷所見がエコー検査で高頻度に認められ、MELD-XI スコアは心臓死および
総死亡の独立した予後予測因子であった。Chapter I は International Heart Journal
に掲載予定（2020 年 1 月）であり、Chapter II は PLoS One に掲載されている（2014 
年 6 月 23 日、第９巻、e100618）。 
発表に引き続いて主査・副査を含む審査員との質疑応答を行なった。審査員から
は、Chapter I に関しては、EF が改善する群の規定因子としての心房細動について、
EF が改善するが心不全が改善しない群について、心腎肝関連について、また、
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